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序 文

宗像市は幅岡県北部の福岡市、北九州市(/)ほぼ巾IA)に位骰し、周圃を山塊にIJH

まれた,,、J腟盆地状の地理的娯観を有していますn

昭和36年の国鉄鹿児島本線の電化や昭和:18年笞ー［の自rl1ヶ丘団地造成、 40年名

..[の[I0)里l叩地逍成などの上地開発により人口は急培し、昭和56年にはdi制を施

行するなど急速な都市化が進められてきました。

今日では、「快適生活都市・学術文化都市 ・轟福祉都市」をめざして、さらな

る発展を続けていますn

しかしながら、各種の開発はわたしたちの雑らしに利使性をもたらす反面、 17

然・歴史• 生活環境の急激な変化は粕神生活に不便をもたらす結果となりつつあ

り、開発と環坑保詭の潤和を地球規模で兒fl'(す方向転換が追られていますr

近年ではJ哩蔵文化財をくらしの環境の 部であるとの認識が少しずつ没透しは

じめ、本diにおいても開発に先だって、用要なものについては保（:;.整備を図り、

脱史追産を後世に伝えようとする努力を地道に進めています，

本報告出は、平成10~12年度に実施した占墳時代の住居跡・占積-m浴及び中
世の住届跡・墳媒遺跡である徳頂本村逍跡の発掘調在成果をおさめたものですし

本内が、広く文化財保護行政及び学術研究に貞献することを念願いたしますと

ともに発掘聞布全般にわたってご協力tヽ ただいた数多くのH々に、心からの感

甜の意を表する次第です。

平成14年3)1

宗閃Ii教脊委員 会

教行屈 川崎雅 光



例 言

l . 本月は、し如し逍徳屯,;川町線i!!~に伴い．平成10-12年度にuった緊芯発掘叔査の讃代報街i1t
である

2. 発掘柑H'f.は．•ポ像 Ii枚行委H会が4靖ぷ1:1-t-となって・共施した ．

3. 祗叩小村迫跡は．福岡~~ 文化ll柑t勾'3:W274~:no加)()である，

,1. 本報告；l}fl)迎物番刃・は、十器に関しては通し番見鉄洛.Ji煩は挿l叩社に 1から番ljを付

す

5. 迎構(/)名称は次のようにJじり化した

SB: 掘立杜建物 sc: 竪'/(ff.l.t.;蹄 SD: 溺 SK : I: 坑 ・木棺煤. [・[1, 的和

so: 占Jt) su: 貯蔵穴

G. iW国は、 1111:松I-代法第11月ぼ系をJllし't..:.。追椛図のH位は磁北である，

7. 本 .1}に掲載した 'I~・板測屈I対及び迫梢実測lざ1の作成は、安部裕久・「I木英敏・ j,<,j崇・秋成1lr

Ml・ 松岡千飴子・ YIヽ,iNr降．計11111愛.I勺 {-iliょ十・野ll!lf~ ・ 縄Ill雅il(・,4(11恵芙 ・し川 さや

か・沖Illi[大・熊代「＼之が行った

8. 本占に掲叔した逍物其iJ!llf'!llc7)i1成 1よ。縄Ul・ 秋J戊• 松岡・名取さつき・ il縞• 細川・ r'i

山・ {illl・ 熊代がti¥¥、熊代が削填した

9. 本苔に貼載した追構、追物の製図Ii. 1 '11原美知了~. 多!t良仕令子・坦裕子が、逍物の整理

は、幽村l』~f . 田代貞{・lr11b,り紘1・東-fll子 ・消田lム足が行った

10. 心りに掲載した逍跡及び潤i1tlメ'.llY-1!巾写呉撮影は un空巾咋真企11l1j、逍枯0)写真撮影は
白木・Wil・ 秋成 ・ 熊代が、逍物の•rr真撮影は白木・熊代がfl'った

11. 現地閥社および恨倖;tfの作成にあたり、 3サ凩／！，1士勾l,の石材鑑定を福岡教甘-k"'!-閑J党教n
謂ヤiを教校 1野禎伐に、 2号瑣,'fl,」:h袋鉄斧r7)X線撮影と5け頃出±赤色溺l料の溢定を別府

大学文学部文化財学科助枚授科II光十氏に依粕し．ご教授を賜った，．また．以下のJi々 か

ら貰直なご指心とご助けをいただきました 紀して感謝qiし］，げます．．（敬称略｝

Li A-秀洛・久rt猛雄• 平ノ内．、街治・舟山良ー ・柳ml,lt雄・ ,';'fi'/発放・近I悛義郎氏をはじめ

'1叫四l'lll1i1fIii奸 l培研究会の諸氏

12. ,f,; 内の執官・編化は熊代が行った。

13. ~ 噂雀においてIllI. した迫物および）繍11図、 '1j.真等(/)ft料は、宗像市教育委/:~会で1呆管し

ている．
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第 1章序説

1 . 調針に至る経過

平成が1→,9J I 2!ill付ぶ;,七第492:.;-文占で、本像+.+・Jげ務所長から県道主要地方道r'.・松玄洵線(I)
うち、都市計画街路徳屯~~]町線の '1'·1戊9- 1 2年度 IうJIヤ定の、道路建設にかかる全長1000m 、 rfii柏

約25,000m'の埋祓文化財油ft(!)必咲性についての！！（！会があった"

T'.Ii r,tq1範l!tlは、秘峨本村逍跡として古」・a時代の占玲群が梨qiして分化することがわかっ
ていたため.lOHに l・*'Jl務所切'll当名とともにI見地に入り、エ'Ii範IIりに含まれる古壻の1姐i"i

及び数はを確認した。この段階では路腺 lにlQJ店はどの古瑣があり，晶1<:f.の必要件を伝えた。

瀾代は 1一．地の買収容(})r-統きと枯行で巡めることになり、 ,,1.成10年度分の施行路線,m降の拡
幅 1.•J~につ！ヽては既 (f路線部分であることから L~i.jj- ·1.としたリ

平成10年皮ぱ，12m11にA区の虻飴迫榊及びC区の山培調在に行手し、 'I'・成11年3/')1511に

終［した。

平成11り渡は、 Al':5.の集伶追横、 Bfとの山'」・(1、C区の集始遥棉、 D区のi叫'!を糾査すること

になり、 4)]2217に芥手し、 'I'・成12年3nt5日に完(した

平成12年度には.E区の占培と島6悠(/),慨代を6月161:lに花fし、 B区の埒給逍描<l)i¥¥rnを最

後に平成B年:mis日に現地閻付を終了した

文化財保涎法にかかるl紬きは l;JclO>とおりである．

平成10年度

埋蔵文化財発掘の！叫II

埋祓文化Ill発掘戯究の報也

埋祓物発印rti

J児祓文化財保管証

発掘溝介終T屈

平成11年腹

埋蔵文化lll 発~11!())届出

埋祓文化財梵~lli,llrli:の報出

埋蔵物発兄柑

埋祓文化財限評証

発~),Ji,il~ ti'終（旧

平成10年1lJ13011 I寸宗教社第628け

平成10年12Jl24日付10宗教社第6891-1

平成11年3月31H付LO宗教社第861号

平成11年3Jl 3Hl 付 LO~ぷ教n第862号
平成11年3「I:-11日付I(涼教礼節868号

平成11年5ll 17日付ll・ぷ教H第105}}

平成11年5H17II付11宗教社第109け

ギ成12平3H311-lf,t11宗教社第s7rn

平成12年3H31TTI寸11宗教社第894号

平成12年3月3111/.tLI宗教社第896号
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平成12年度

埋蔵文化財発掘(I)屈/J¥ 平成12年6月6日,.1・12宗牧社第1781:t

埋蔵文化財発掘閥査の報告 平成12年9n2l日付12宗教社第429号

埋蔵物発兄届 平成13年3Jl30□(.J-12宗教社第823号
埋蔵文化財保符aiF. 平成13年3H30l1f寸12宗教fl:第824号

発掘閥査終了届 'f成13年3J-l301If寸12宗孜社第8.35号

2. 調査の組織

4ヵ年にわたる発拙胡代の組織は次のとおりである，

総 括 宗i俊市教育委員会 教育長 原LIi似太郎（平成10・11年度）

川崎雅光（‘杓成12・13年既）

教育部長 織Iコi)J狩也（平成10・11年疫）

桑野悛一郎（平成12・13年度）

社会教行課屁 升上弘（平成10-12年度）

生柾学暫課長 伊豆丸正敏（平成13年度）

文化財係長 原悛．

庶 務 k在 安部裕久

発掘閥在 主牡 安部裕久

1': 任技師 l'.:-1木英敏

岡 が,r< 

咄託 秋成雅p!J(平成10・11年度）

熊代巳之（平成12年度）

報告古作成 I賎tlfi 熊代昌之（平成rn年度）
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3 . 位置と環境

宗像,1,は、福岡県北部に位沼し、福岡d,. 北九州市のほぼ中間点にあたる。市域は、 二方を
低いIii塊によって1用まれた盆地状地形を形成し、北州方向に開く。市内を東西に貰流する2級河

川釣川は、ここから玄界灘に向かい北流する。徳瓜本村辿跡は、宗i俊市の中央束O!!Iに人り組ん

で発達する丘陵群の東端に位紅し、丘陵上およびその東裾に形成された中位段丘血上、標高21

-40111ほどに立地する ，』 北側に釣川、京側に釣川女流の名残川によって形成された沖栢'f野を

望む，当地域は、弥生時代より開発が巡み、丘陵上や丘陵周辺に培蔑や集落など多くの逍跡が

発見されているc 周辺の迅跡は、名残逍跡群・窃地原Ill原田逍跡 ・宮地原森崎迫跡・宮地）祖岩

野B遺跡.III久瓜ヶ坂退跡が濶牡され、弥牛時代から占tt'l時代における紐落・ 培鉛(/)実態の ，端

を明らかにしている

名残追跡群は、名残Illの対斥に位殴する遺跡で、弥生時代から 古墳時代を中心とする複合迫

跡である 。 中には、 26基の古袷が所在する宮地原梅木逍跡．多数の土瓶塞・木棺磁 • 石棺硲．

占墳の所仕する •徳直冠[El遺跡、 既床を打す糾合式木棺を引本部とする 2 月墳を含む徳甫仏礼I逍

跡など、徳沢本H迫跡と時期的にも密挽な閑係を持つ各種の追栴が、名残川を挟んだ対峠l王陵

上に位甜している C 特に弥化時代終ボ期から古閉時代初頭に位i伐付けられるt釦頂麻田追跡0)墳

慈群は、徳m沐村2号墳と時期的・ -<r.地的に密接な関係を持つと与えられ注目される。
田久瓜ヶ坂逍跡は、本逍跡の北jJり約1.2kmの地点に位誼する古閉8基を始めとする内J即時代の

瑣墓追跡である 。 中でも 1 サ損は、 全此約:,omの低梢丘．の前方後 l1l ll~で．前1期中頃に位i筐付け

られる。また、後円藩mから九州では珍しい瀬戸内系の円筒棺を含む,1荘の埋葬七体が確認さ
れている．

4. 調査の概要

ぷ月在lllfに踏社および l、レンチによる確認潤代を行い｀追構が認められた場所を中心に閥査

IX: の設定を行っに 道路工事という性格」ー、 潤Ji.~は南北に細長く延びており 、これを北から

顕次Alヌ、 B区といった具合にE区まで脳究区を設定し、丘陵頂部と裾部を消査したC区に1俎して

は丘陵頂部をC-1区、裾部をC-2区とした＂追柑は、各滋対区毎に通し番号とし煩雑になる

と息われる場合は、遺構爵号の前に各区のアルファペットを付した。また占培は、調査区に関

係なく通し番りとし、蘭査順に 1りから Pi墳までの番りを付した。

A区は、逍跡の北沿に位骰し、B区の位爵する丘陵の北側据、標品約21mの平坦面に1立甜して

いる。 乳Mは• 閲代対象IX.内に逍構確認のトレンチを設定し試掘を行った後、迫附が認められ

た場所を i'J.1 究区と し 、 ii.I~粍を行ったn 潤-f!f.lえは、南北に 2ヶ所で閥1f.面和は約450m' 北側を

A-3p(、南側を A-4区とする 検Illした主な逍栴は、中世Q)掘立柱建物・上屈・ 多数の小ビ

., トである。 U廣からはガラス-F-.が921:謂1士している，また、表＋．ドの包含陪からも多数の中

IJtを中心と した土器が/L',土しているe
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1徳望木村逍跡 4冨地原岩野B造跡 7田久貸船前遺跡
2名残3跡群 5宮地原川原田遺跡 8名桟城遺跡
3冨地原森蛉逍跡 6出久瓜ヶ坂．遥蹄 9朝町妙見遠諒

第 1図 徳塁本村遺跡分布地図 (1/25000)
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B区は,Al,<. 1'f.ifl!IJ rTJ丘陵/5根線 I..I襟店i30-40mに位ii;{する 路ftの結呆．占培の(W.が確，認さ

れていたため、まず＇り消 ii),凋代を行い．その後墳Ii周辺の表,~を屯機で除＊し迎構の検出を行

ったこ遺構は、阻ft:湛 (2号Jl~. 6号珀.7号Jm . Jjl杉9対溝#;I J店 · 11 1 形1.i~溝苺湛 • 石村澤1

碁・七J.!}1!裕10甚.I: 樅多数を確晶し、このうち21r}培は.111+・1:RI餌から、 古拓II寺代前l!IJ切頭の

1iil /j後円珀であることが判叫した また、 2号J割周辺において焼け~みのある須也沼／「や窯険を

採媒しており、讃代区外には~,.恵岱窯の存在が千想される

Clぶi.B区南側の谷を挟む旧塙37rnの丘陵とIi陵の東粘部に位荘し、丘陵部をC-1凶附

部をC-21X:とした C-JIiは、踏代の結果山屈の存在が確認され（し 1たため、まず占培の，↓り

査をhしI、その後l刈辺を掘り Fけて追構II)検II',を行った,C-2Kは、確認聞介のぶ'i果、週構が

確認されたため追梢1niまでを中牧によって掘り下げ、聞付を行った逍椛は、 C-I IX. より`

阻i'il基 (1り・J/'j) と袋状窃八・1,.~ ・1・枇多数を確，；はし、 2区より }j形f・r:居跡!OJ、t. ~~Ti追栴・十．

J似多数を確認したぃ

DIヌは、 Cl<.南側の谷を挟むI業蒻37mO)frl凌上に位栢：する。踏在時に、古jJ.Iの存(£が確忍さ

れていたため、占用の，~1府を行い｀その後、項機による必上の除去を1fl I拮l辺の追惜のば!ftを

行った 迎悩ば古J'.i.'l2枯 (:i:-; 珀・ 1号J:(i) • I. 堀多数を確認したが.・lサ珀に関しては．

晶1'f.fA.外の削・v・された似斜 l「IIに 11/r仕してしヽたため1分な，~•j在を行えず残念な結宋となった．

E区は、 DIヌ暉 t1Jr;;谷を挟む標罪3411111)Ir. 陵l:に位i~tする 踏'/f.11.'iに、占珀の存（£が確認さ

れて＼ヽたため、古瑣り）;';L'jjif. を t 』：し ｀、同HSに巾様による表 l: rJ)除去を行い逍構の~,\]ff.を行った，

迫梢は、山楕1桔 (5サ瑣） ・「11111船ji睾叫・ヒ癌名牧を確認したが、 5乃Jiiに関しては、削

平が貨I裕で｀屈形の確定に至らなかりた。
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第2章調査の記録

1. A区の調査

・ヤ`、な
|
+
7
 

A区は、 Blぷの位謹する丘陵北0111裾部の樅裔約

21-23111の平Ji!面に位潰する．潤代は.ID梱確認

のトレンチを設定しぶ掘を行った後、迫樅が認め

られた場所を調牡区として設定し.~Cfを尖施し

た

SB 1 (第4図）

A-4区南端に位四する束内棟の建物で、 N

ss・-wを主軸とする 2間X3間aの掘立t.t建物
で、短軸（梁間） 4.5m、長軸（桁行） 7 m aと

なる，fl澗は、 2m前後で、間に柄柱が人る，，柱

穴の掘hは、 60cmから2:icm(I)Pl形で、深さは．

90cmから2恥mである，建物の中心には．長軸方

向に束柱と思われる柱列が検出され、建物外まで

住列が伸びているところから、庇が存在した11Jf尼

性がある。また、建物中央0)4つ0)柱は、棟持柱と考えられるもので、他の柱に比ぺ大ぷりの

柱が深く掘り込まれている。建物北側に張出すように付随する杜,¥:の性格は不ll)jであるが， 寺

＇ノo
・

0
 

`
＆
河
／

とl
1

1

4

 

-I'"' 
這 17

5m 

第2図 A-3区遺構配置図 (1/200)

社建築でいう向拝状の構造物と考えられる 。 なお~ 掘¥{.柱建物凸側の構造ぱ、闊介対象地外に

伸びている可能性があり、全容はllflらかにし得なかった 追物は、各柱穴から土師器・瓦器が

lli上している，＂

SP82 (第3図）

A-3区中央にある長帷90cm、知軸42-16cmのイ渇名楕円Ifクピッ トで、埋上よりガラス丘92点が

II', 上している。

出土遺物 （第6図）

埋上中より92点のガラス玉を検出したc ガラス五は、直径0.:&4~0.4h111、)!Jさ0.09-0.25111111で、

平均伯は、 1杖径O.:l2 mm 、 限さ 0.2111m となる 。 形状は、 1桁面rt•位が1膨らむ俵型で、色讃は鮮やかな

淡青色を基謁とするものが大半を占め、浪紺色のも(J)が3点t'il七している。
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第4図 A-S81遠構実測図 (1/80)

2. B区の調査

2号墳 (B区1号墳）

斤陵lil ,~ilOJ揺高約37-40m に（切i'[ している 。 昴ltf.前、培豚よ定かではなかったが、閉Ir洲l塩
の結果1iii方後1ーり消であることが1りIIJ]した。調付は、 J月1そギ帷方向および直交方向の1iif方部・後

l'l部にそれぞれ土m狙品のためのぺ/1,トを残し曹 -t{本部の検/1'1およびJiり）I多.J~fi: 規校の峨，＆を

1iった一

墳丘 （第9位I)

全JHS.7 m tJ) 11a Ii後1り瑣で、 1)(//j部長6.3m.後1リ部径12.4,,, . ,irr; 翔liliiJ血1[~116111、くびれ部l協

4.5m、現状のrtl,',1は、前}j祁屈麻所で1.4m、後円部殷科所四.7mとなり、 liif/J{¥111;1.『［線的に広

がる また．幅L4m、深さ0.2111前後(J)周消が、後1り部からくびれ部にかけ掘り込まれて tヽる

J:f1丘は｀地LLI整形と盛J:によ って行われて t ヽ るが、 盛七0)悩さは現状で、前Ji.'~1約0.4m. 後
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第5図 A区出土遺物実測図 (1/4)
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脳稔•砂9
染益f

＼ー ←ーク
11 

,~<! ;:,, 
認苓如メ、""・・..., 喝i•

10cm 

円部約Umであり、後円illlに比しllifIi部はほぼ地11(の削り,'I',しによって整Jfjされている，， 盛 L

は大きく分けて i>."iからなり、下楕より韻1こ 」褐色糸上屈、 1 1)11 色系上~..,;, Ill r I色系上陪、IV
橙紺色系.U号となる,.

l't'llr構築過秤は I.Ji,)観察の結果から次のような r,1頓で行われている.(1)地11,UJ削り/I',しによ

るJ打丘の整形と盛 I:による後ITJ月叩m面の形成 ¥'!. 媒埒(})掘り込みとiりl-W.祭祀":;11 n層黒色K
を川いた盛十:,.1盛 l:(Ul・W陪）によるJ月Ir.(!)形成，、 この筏造りlfifi,11)うち、 'j(/) !I}色十．をrn

いた盛I:は、 l: 休部(J)掘方およびJり澤祭祀に伴うと考えられる鉄斧が、~le!色上陪以ドから検,'l¥さ

れている点からIIIi<上ではありえず、盛」二と考えられる"

主体部 （第11図）

U,t,. 部は、後l'l部ほぼ中央に i囀lをN-44°-Wにとる木硲 I.壊砲である 砲壊は、 ll粕閲色 L

を除去後、 2段札111')(/)此/jlf絃紐城を検,ll¥Lたが、中央から出側を盗掘坑により撹，見されている

掘h は ． 怪壊長2.5m 、輻2 .~m, 深さ0.5m.Jqi拌壊長1.38m 、幅o.:i~)m. 深さ 0.49111、内法1~
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1.35 rn、幅0.41mで、 Jil堺濁止I侃It洒側小n祁にはコの字他に粘七が追((.しており.,t:.;,/tの密閉

粘 I・.と考えられる＂埋作壊床血は南束棋IJ小「l部が一段掘り下げられており、頭位}j向は北1'りと

思われか

＼ 

39 20m 

出土遺物

t体部からo>/1¥l-:. 逍物は確，＆されていないが、後

円滑卯色 r屈 1・ からJ児柊祭祀に伴う鉄斧2点と後l「I
部盛 I:中より獣形鈍J点がIii1-し、培丘斜l面および

裾部から上沿がtl¥j:して＼ヽる＿

鏡 （第12図）

後1ーり部盛」：から1111.した．面it8.7cmの欺形鋭で、

3分の 1を欠祖する≪鋭-f~面の文様構成は、紐座か

ら甫Iを1文俯・獣帯 ・一屯flll!il文・樅 ・櫛園文帯・ i"緑

となる 鋭面は｀劣化が存しくr代術文様の詳細は訛
み取れない．，

鉄器 （第17('!<1)

1・2は、u府、tし！色盛上卜より,'fl,J:した完形の有
袋鉄斧で、 1は、枯沌船4.-frDI、,~J {J~ql/rl5. 7:irm、全貶

第12図 2号墳盛土内銀出土状況実測図
(1/2} 

9.6cm、,]iさ130.llgを湘lる 刈部は緩やかに弧を描

“り 5cm 

~ 

／
い

。
~Ocm 

き、 ).Jはlヤ))である 2は、小型の

,➔-袋鉄斧で．桔部1輻2 .2,m 、 j.J 部輻

2.2cm. 令l~7.4cm. 屯さ!'i0.-16gを測

る 刃部は綴やかに弧を描き、!,}は

l'i刃である，袋部は、ぶりにより肉眼

では確品できないが、 X線船彩の結

果、T川のようなl!i淀ラインを兄/1¥す

ことができた0 :~ は、純の店部と考

えられる。

り:lWI~8.l~m 、 11¥,11.35,m 、 Jり＇． さ 0.:-15

39.00m cmで、断面形状は艮Ji)f名をr,':す

土師器 （第18図）

14・15・17・1Rは、 直 11緑壺J¥・

である 1.J. は．大きくり作りするn緑

部片で、mt端部は丸くおさめ、外

ti11に2条の波状文と1月）I多浮文を施す

第13図 2号墳鉄斧出土状況実測図 (1/20)
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15は，短t項収IIから大きく外に張

Illす 1次「l縁と外詑しなから寸ち上







がる 2次n縁をもち、 n緑部外曲には波状文を施す。16は、壺片で、内面ケズリ外面ハケ讃整

である 0 17 . 18は二雨n緑壺底部で、凸形の底部をflする。内血ハが外面ハケ後ミガキを行
う，l9は喪で、 11縁鉛部は摘み」．げているc

方形周溝墓

2りJfl後円部Jt-i所に隣接して築かれた方形周溝給で、頷介区の怜i端に位詔するため周溝と主体

部を1基検,'/¥したに止まる。

墳丘 （第1415<1)

盛I:の打無は、確認できておらず培l"i-.は定かではなし、 また、部分的な$~'!if.II)ために規悦を

叫らかにしえないが．視段附での規梃は、此軸4.6am、短軸3.8t1 mで．束UllJにl姐相部を有する

h閉或いは）J形Ril溝菜と与えられる J紺間は、最人輻0.9tn、深さ0.6mの断面逆台形のもので陸

揖部付近は幅約0.2mrif「後、洗さ約0.15mと狭く浅くな・っている ，

主体部 (SK12第16図）

却本部は、屈丘の東よりに1甚確認されているが、頃丘中央部が未聞究のため、中央部にも土

i本部の存在が7，想される。セ体部は、 主帷をN-78'-Eにとる2段掘りの¼)i形上堀給で、南西部

を悦乱のため欠損する。掘）jは、蟻壊長1.4-crm、輻0.82m、深さ0.5m、埋綽壊長L0611m、幅

0.4m、内法長l.02flm. I脳0.28m、深さ0.2roである。

遺物（第17岡23)

周洞内m1-uJ盟で、「1縁部から『1部が残{(すも内面ヘラ削り，外而タクキ聞整を施す。l」
縁部は栢十内切しながら¥f.ち卜がり、 LI縁端部を摘み I・.げている。

円形周溝墓

2け瑣東側＜ぴれ部に陳接して築かれた2条の弧状洞を伴う土吸窮で、円形）,e,Jit'll菰と考えられ

るc

墳丘 （第151~1)

南側の溝は、 2号瑣周滞を行干切る形で掘り込まれ、北側の洞はSK7により切られている，

用丘のイi無は不llJIである，，培丘規校は．径約:,Illの不整円形で.,, 贖11は、 2号内の溝を共；('f 

しており、東側は湖を掘り込んでいない、

主体部 (ST<5第16lill

主1本部は、主軸をN-70゚ -Wにとる以知掘り tJ炭硲で、掘方は、募痰長1.48rn、幅0.96m、深さ

0.48m. JI脳似廣長1.18m、輻0.38m、深さ0.1り11.,,-i法長1.08m、幅0.3mである，
遺物 （第17図24)

南fllll周溝から出l.した前11壺で、 11総部から肝部までが残{fする0 17径8.8cm、残({-高5.6cmで．

謁整ば、内外1fliともにハケふ1整後ナデを行っている
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6号墳 (B区2号墳）

6号項ば 2号珀から東に向かって緩やかにiti'.I斜する丘陵の先端部、標麻30-3<>.~m に位躍す

る，滋在tiff.杓瑣部には莉が建1Lされ、石宅り）源石と息われる石が、立(jとして祭られていた。

また．周辺の地形もかなりの削平を受けているものと考えられ．特に丘餃南側は削られて椎

面となっていた＂渕在は、立石除去後、旧丘巾心からほぼ東西南北方向に 1-字に 1、レンチを人

れ、袋壊検ii',後掘り下げをおこなったn

A
△
`
寸

A
 

31.00mA 8
 

~ ,e_ ム奎 讐~~奎
c
 

31.00mC'B' 31 OOmB 

室 ~ 

。
2rn 

第20図 6号墳周溝遺構実測図 (1/60)
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墳丘 （第7(:gj)

屈Ir・は、西側を除く令(({)俗1面が削l'・を受けており、均珀部においても及 l直下から地111面

あるいはI ll表 l~r面が確認され、盛Lの -(f無は不明である， t釦斤軋i 側は、残存しており．尾根筋

と直交する溝 (SD24)を検111した 溝は、丘陵切浙の溝と与えられるが、両端が削平されて

いるため、形態 ・f;乱校の詳細は確定できなし，"J月Ii規松は、西側狛11・裾から｛冷,,,心を半径と

すると、抒約JOm前後(/))釘丘が想俎できる。

主体部（第19桜I)

且本部は.N-ss・-Eを且111とし．南11り方向にIJlll1する吸穴系横11式ri:irで、蛉堀}<:軸3.27m、

知軸2.25m、ク沌フラン長軸1.95m、短軸0.87m.残（｛邸iO.却mである 打宇は．石材の多くを失

っており．残{{-しているのは1廷咽の腺石と奥咽にwする11!11玲部分(/)哨部と.tltt"iで. I匁収 ・槌百
には板状の出1を「I]い，側峡には板状の伍を、lててJI要石とし．その 1-.1角親を横梢みしている。

床miには平人:<1)媒を敷さ床布としている 袋迎は、 -r'i-干南に振れながら朴(./"i外Jjからl刈溝に向

かい延びており、中央付近に緩やかな役を布す

出土遺物 （袷21図）

周泄から多数(J)須！ぶ沼.tf坤器がr'II土した。特にJli]溝脳rf1iより111上した杯澁・凶杯は、本rL;tti

のり・代を決定する良好な沢料となるu いずれも6世紀中頃に位四付けられるu

7号項 (8区3号墳）

6号J1'Jと同一())緩糾而Ir:陵屯根線L.1烈,t/i32-;nsmに1¥I.ii'1し.fr陵下方に6刀J(!、 k方に2号

培を望む 潤介時、瑣丘は「i評され、 I~丘東半はが1/11 となり il'jl)~していた、、 このため、｀り初は

古J(1とし、う認識をhしておらず、.&,~ 除去後、 ・F.f本部J屈方及び1/.il溝を確，i忍した段階で占」内と認

識し，lJ,位を行った。

墳丘 （第7・22図）

m斤．ば.'謁究II#すでに盛 L:を削平により梢失しており、培tr.1. 部の構近は不IIJ・1である，，J酎裾
部は.Ii陵斜1mI、部にあたる東半部が地山削り出しによる恨形であり. I: 部の幽 1堵II には），·~

溝 (5D33)を掘り込み沿丘の明確化を1可っている。冷形・壻及は｀東・1勺邪を失うため確定で

きないが、周i,liの形態からti約 !Omの1'I団が打且定される，J;¥i洲は、半ばを71牝Jたするものの、

糾l.7 m、深さJm(I)馬蹄Jf.多溝であると考えられる、なお、周滸西側より S1¥34を検It¥したが'l'I:

格はイ叫IIJjである-

主体部 （第231'4)

瑣斤TH部から u本部を2~検出した

第1主体部 (SK29) 

瑣tj・残イf部の北束より、第2ti本部//)北側に位紺し、東側を欠捐する， 烙埒規様は、長帷1.90

am、短軸0.88m、深さ().52m、内法昆柚1.82a m. 短帷0.7201で. l: 軸をN-68°-Wにとか
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第23図 7号墳主体部遺構実測図 (1/40)

棺形は、土吊馘察により木粕(l)jf込め tと思われる寸ちヒがりを確認したが、木棺硲とするに

はやや根拠にかけ、ここでは木棺総0)11J能件をぷ唆するに1Lめる，頓位方向は、東‘ドを欠損す

るため明らかではない。

第注体部 (SK30) 

堵丘残（（部のほぼ中央に位甜し．第1主体部に直交する，給堀規校は、長柚2.23m、短P1111.1um、

深さ0.62m.I大］法長帷1.91m、輻0.91mで. f~ 軸をN-26°-Wにとる，棺）杉は、上陪観家の結果、
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小口部及び側面に厖込め」：と木棺の立上りをi龍認し． 木棺築であると(/)ii/!,澁を1¥fたい木棺の規

模は、長軸1.5m、知珈110.52mであり、木.fl'i(/)糾合せh法は小1-1部両端の状況がよ鰍乱のためぷ

明であるu'和面には褐色の粘四上が堆積していたが、床板守は確認でさなかった。また、床面
両小Il部から炭化物がi'I',上し、特に北側小LI部からは大展の炭化した木片が白色粘上と共に検

出された

遺物 （第24図）

追物は、周滞から須ぷ器・土師器を検出した。 391i.ロ径9.6cm.硲莉16.4cmの閥9寸短痴壺で、

矧部ドに 2段の段を持ら、 1月部に 3条の波状文を施す脚部は、 4つの長方形透かしを開け脚

沿部は丸くおさめる p

・---=-="" -------

I,'.;•; 1¥11 ‘、、ミ、

三 40

。
10cm 

,、ー

＼

＼

＼

‘ヽ

lo
 

゜1―I-., I I I~ 『

第24図 7号墳固溝出土遺物実測図 (1/3•1/4)
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その他の遺構

弥生時代遺構

2りが濃在終［後、盛上を除1-.したところ、盛.I: トより HJ、~(/) -1こJ.,¢(弟を検il'i した 1粛料とはい

ずれも．坑1了築造II年の整地により削平を受けてし、ると思われるが．裕J屈は比代的良好9こ逍存し

ている

S K14 (第26図I)

招柚をN-40'-Wに収る＿段掘りU)長h形 1伐．蛾店で．掘}jは、依殷長1.56m、輻0.78m、深さ

0.48111、J肌船腐長1.08m、紺0.31m、深さO.Jm. 11、I法長0.98m.輻0.26mである

S K15 (第26位12)

＇：軸を NSに収る!りj).tJ-<Ji形の因ダ掘り .l:.J炭.(;),で、掘}jは、泌救屁Ui:im.輻）.7fJm. 深さ0.2m.

雌秤牒.kl.2501、船0.31m、深さO.lm、内法長l.l2m、輻O.<!limである

S Kl6 (第261':d '.~)

日付1 を N-88• -Wに取る1叫丸長}j形の2段掘り上樅姪で、廿,1方は、総J痰長1.46111.船〇.7lm、深

さ0.34m、Jlr,絆J痰艮1.07m、1w,lO.:i3m • 深さ0.05m、内法長0.7m.船0.23rnである 2

S K17 (筍2/il'~I I) 

-t•l~I をN-Rfl0 -Wにq双る反方形1こK貨第で.111!/jiよ、 ら苫敗長1.73m、1伽0.64m、深さ0.25m.I勺法

此1.59m、幅0.47mである。

S K18 (第271"xfll 

肛111をN-60"-Wに収る隅丸j,とjj)fjr/泡段拙り土堀硲で｀埋拌jりしの足）tをltよ掘り Fげるクイフ

())も(})である また、西側端部を2り培くびれ部の削り出しによってrfll平されている ~krl がよ、

給J炭長2.R5ro.幅2.10m、深さ0.総m,雌葬哄投1.40m、船0.56m、深さ0.45m、内法・貶0.7ヽ1111.

輻0.22mで、 JIU船忠より足）t掘込部の深さは、 O.Smである

S Kl9 (第271:ス12)

t軸をN-54"-Wに取る隅丸方）t~ の上哄給で、SI<18と同じく埋拌岐の足元を1段掘り Fげてい

るc 掘Hは．ら狐貨此1.18m、輻0.55m、深さ0.46rn、内法此LLGm、幅0.41111で.JIJ!W.J府より足

元掘込部り）深さは、0.75mである，．

S K20 (第261·~1!i) 

既HをN-56'-Wに取る拙丸艮Ji形の2段掘り 1こ朕硲で、東側の過平を2¥}t釦U本部によって切

られてしヽ ろ 掘方は、伶敗此0.94"m. 幅0.98m、深さ0.52m.雌と紺痰長0.70am 、 l~tJOA2m、

深さ0.06111、内法艮O.:ia in. I屈0.3mである ，

S K21 (第261'~1 6)

I渭l を N-6°-Wに 1収る仰UU~/iJfiリ）2段掘り l·.J炭浴で、衿堀の西側を・部SK18によって切ら

れる＾掘力は，咽堀長1,41m,I伽0.85m、深さo.rnm、埋作堀長O.fl(im、幅0.35m、深さO.ORm、

内法長0.95m、1船0.22mである，1
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古墳時代遺構

SK 7 (第28閃 I)

精 lをN-5-1'-Wに収る艮方形の2段掘り上材貨怜で、ドi,f多周洲紹の北側溝

砂 Jって掘り込まれている。掘}jは．浴堀長2.46m.幅1.40m、深さ0.5m、

f印暉長L36m、幅0.20111、深さ0.2m、I村法長1.36m、幅0.34mである。

追物は、月澤凛1A」より鉄族（第30図）が1点Ill上しているn

S K11 (第:m図）

狂 HをN-66°-Eに取るfi棺硲で、四培前方部rtJ裾近くに位骰する O {!fl 

}jは、結桜長1.62m 、 1J1i~O.S5m 、深さ0.3m で、行桁内法長0.72ru、輻0.28

mである．行h'iは、側板が両小口を挟む形式で、蓋石に3枚の板Tiを使用

し、南側側板に2枚、北側側板に1枚． 両小17にそれぞれ］枚())板石を使m

し．棺床に!110cm大の小絆を救き詰め礫床として＼ヽる

第30図
B-SK7出土鉄器
実測図 (1/2)

中世遺構

SK 5 (第311';(])

宅柚をN-33°-Eに取る閣丸方）Iクの土堀沿で、 2',J玲t~tfl!II くびれ部の周溝を切って掘り込まれて

Lヽる 掘方は、込壊長1.49m.船0.92m、深さ0.26m、内法長1.39m . l~JO. 77 mである．頭位方

向は、迫物の出上状況から、ltlllllと考えられる，/II」退物は、禁牒北側から、 ,'J・磁4点と十:Mi器鉢

l点し力,/1¥tしている。（第32l'XI)

3
7
 .60m 

/ 

37 60m 

二二□謳言
‘"3 

Im 

第31図 8-SK5退構実測図 (1/20)
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第32図 B-SK5出土遺物実測図 (1/3・1/4)

小結

古墳時代遺楕について

I:! IX: における古墳時代逍栴は、 lif1方後円」負を含む古閑:uもと}j)杉J紺溝婆1届 1り1糾周溝．紐l
品石棺泌 l基 (SKU). tJ炭絵 J.l;k(SKi)である 所属時期は、 2号堵および方形Jill消

裕・円形閲溝浴がIii留式の古段斯柳Ill編年U-a-b則、3世紀後半に屈し、 0号翔が出辺紺

年のMT15段階、 6世紀中頃に、 7号瑣がTK208段階、:'i1il紀後・f-に位四付けられる。SK7

およびSK11からは追物が出上していないため191確な時期は判浙し符ないが、SKllの石棺給

に関しては、礫床を打す坪袢J:体が分布する時期が宗i象地域においては4世紀末からSil!紀前半

代と限られているため｀当該時期に当てはめて1/.'il組なl1. B lliにおlIて最も注IJすべき遺構は、

2号前方後l'I培と周辺固洞込であろう 2乃瑣は、出 I:I: 器から (11¥Y/1式占段階に位逍付けら

れ、宗像地域で最も占い初期前方後rriJttである また．全艮：後fl]部長： iifr方部長がほぼ3: 
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2 : Iの比半をぷし」-t呼促けを見ると栂lttJ型Nr方後l'IJ郎の範砧に含まれ、培丘Mi辺にl船井絡を

伴うなどのあり方が小郡市津古生掛1りJ-J"jに類似するなどJ負形や立地のありガも占式前Ii後円珀

の咬索を含んでいる，このことは、宗i如地域において布留式，＼段階にすでに@Iii女1リ屈を策造

しr.1る集団が存任していたことを示し占培時代初期の末i後を考察する I.で項嬰な問題を船起し
ている

3. C区の調査

1号墳 (C区1号墳）

Blえと谷を扶んだ南11靭Iv.> 丘陵尼恨線 1~、揺匂約35-37m に位：在する ↓ Jtfliは、当初径約15m

前後のI'―I屈と考えられていたが、閥府の結出珀丘iiり側に陸梢を打す方珀であることが判UJ.1し．

確認のため•部品Htl文を拡張し陸栂部の，関査を行った，， 晶在ぱ、沿丘の中心から I·字に I:粕確

品のためのペルトを残し、 .lf本部の検ll'iを行った。

墳丘 （第33図）

閉riは． 一部改変が認められるもの17).比較的良好に追{fしている 培丘規校は、此柚15m.、

短軸12.:imCIJ}j.ti,で、培沿iは、現状で培斤裾より2.2ruとなる 盛 Kは、瑣頂部におt¥て、最低

で80皿の盛 I・.が盛られている'J肖印）築氾は、項Ii-を地I.I.JO)削りlhしによって整形した後に1,l}

kを盛っているが、 J目II:西側間は点l叉l的に掘り残し、 F悧爵部を作り出してし、る 周湖は、丘陵

lご部の西側に 一祁検出したが．晶!]ti区外にその大半が含まれ全容iよ明らかではない。陸低部に

っしても、 噌！溝査1区の拡張を行い調在したがJj}fクに西/j向に延びることを確、忍するに止まり、

規校・形態はイ"りlである t{l形は、東幽の瑣Ir.裾が111:線になること．北・西側拙が鋭角にカー

プすることからコーナ一部が崩れた陸屈付きの打瑣と考えられる， Ill上追物は、 ヤ．体部」・1fuよ

り小1IVL底litが、瑣丘裾より須恵器がi'I¥Lしているが、須忠器については検出したヒ ット群に

f'ドうものと考えられる、9

主体部（第35同）

1:1本部は` 枯ll頁部(/)やや束より盛土F1.2mから祖咄をNぶr.wにとる押ll'J'IEク＊柁を検JI',した
4中は 、 J~ [了．．盛 kを行う前に位堀を拙り、埋綽が行われている ， 総雌規校は 、 長軸3.39m 、 知

柚1.56m、深さO.:l2mで、そのほぼ中心に木棺長2.82m..I福0.5mの削竹形木棺を設悩している

また 、 木棺のほぼ全城で粘土を検出 し ており．小棺全面を粘 ,~で包み密片していたものと考

えられも迫物は ． 棺1kJ東側小「l付近より鉄鎌1点．棺外より刀子21.~(が Ill 1: した。頭iii'は、東

側,jヽrr部I屈0.46mに対して西側小11部IJll'J0.28mと狭いこと．鉄紺の11',Lf対府などから東側頭位と

冴えられる
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遺物

鉄器（第36同）

1は、柁内出十．の直刃の鉄ilfi・で、長さ13.6cm.輻3.5叩 、屯応35.3gで．折り返しの形状から

ほぼ亜直に梢がつくものと考えられる.2・3は、））子で、しヽずれも)J部を一部欠ttけする 2は、

令邸.85cm、刃部此7.:lcm、メ）部輻1.2cm、if灌 935gである，3は、残(f長6.-1cm.))部輻1.2cm

である。

~ 

一
r
¥
 .)
 

一 ~三］

I 1 

：：：コ
~ にL::丁:3 
0 5c"' 

第36図 1号墳出土鉄器実測図 (1/2)

土器 （第3filil)

47は、主体剖U.lf1iのJ里上,'l¥-1:の小嬰丸底J廿で．「！径ll.Ocn1、器腐5.7cmである 時期につ lヽて

は形態から断定するのは困雅であるが、 11緑部と（木部U)比う界がほぼ等しいことから2号培よりや

や新しくなるものと考えられる n

その他の遺構

S U12 (第:37図）

1号J月南西悧祁に位買する袋状竪穴で調行区壕に位罹するため南側約3分(l)Iが未，1~,(f.である，

規校は、 i紐.Om、高さ2.53m、り及径2.fi5111で、 tiYr1ui形態は西側はほぼ垂直に床而にいたるが、

束側瞭面は沐血よりUlmの地点から外部に緩やかに＇胆 IIしながら床面にいたる n 1逍物は.Jり叶・

中および床lfiiから弥生土器（第38柊l)が出 I・.している 時期は、 II',I: I叶器より侃耀HUば、板

9寸0式新相と考えられる

C-2区

SC22 (第40岡）

屈~[ヌ．両端に位詔する I/形翌尺式Ir.店跡で、北側をSC23に切られ 1L!j側が，閻付区）•乱に桜する

ため約 4 分の 1 を凋行するに II~まる、迅構規模は、南北2.68am、東西2.1711J1I、深さo.rnmで`

墜際に沿い咲溝がめぐる。
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第38図 C-SU12出土遺物実測図 (1/4)

SC23 (第4(潤逍物第42~1)

S C22の北側にSC22を切って掘り込まれたJJ形竪穴式ll.:1ふ跡で、北・東側が洲代区境に楼

するため完掘しえなかった。追栴規投は、南北3.180m. 東西3.55am、淫さ0..14mで、隈際に

沿い呟消がめぐる。窟はft居跡l村西側咽よりの巾央部に設けているu

S C24 (第40図）

S C23の北側に位散するIi形幣穴式fi-居跡で、北側をSC27に切られ、削平のため東側を失

ぅn 迫構規9貸は、南北1.7"n1、東西l.2um、深さ0.26mで、墜際に咽溝がめぐる F

S C25 (第401·~1 退物第43図70)

S C26 -27に切られSC28を切る ． 、It側は謂在l~J.Jl.に接しているため、コーナ一部と境而の

一部しか確認できていないが、方形翌穴式仕店跡と忠われる It居1村の梢造は不明であるが、

残(,:する追枯規校は、南北2.08am. 東曲1.56aIll、深さ0.12mであるっ

S C26 (第401・:IJ)

S C27に切られSC28を切る。北側は濶査区埠に抗しているため、コーナーの 一部を確認し

たに過ぎなtヽが、 Ji形竪公式住居跡である 逍1,Y/規様は、南北1.4u m、東西0.6a叫深さ0.18

mで．咽際に咲溝がめぐる

SC27 (第40図逍物筍43閃71-77)

北佃IO)約2分の1を潤査区境に接するため調在できなかったが、 /J形竪穴式ft居跡で、 SC24・ 

25・26・28を切って＼，ヽる n迫撤鳩校は、南北2.05a rn、束西3.11am、深さ0.33mで．壁際には咽
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第41図 C-SC30~33遺捐冥測図 (1/80)

滸がめぐる

S C28 (第仰j'ifi.i'.l物筍43FXl78・79)

北側をSC25に切られ、東・ 1竹を削平により iri'J~するもり）の、追(fしたり1消からIi形ri: 居跡

と忠われる 逍構規校は、内北2.5rt m、東1''iは削平のため19」確ではなし,,,

S C30 (第41凶迫物第43凶80)

1凋脊凶ltOl!中央に位佗［するJi/Iク竪穴式仕居で、東側の3分の2を削平により消失するし迅柑規

l貨は、東西3.84m.南北l.42a m. 深さ0.29mで．喰滞(i確認できなかった，

S C31 (第4lt;c] 辿物第4313.181・82)

S c::!O!J)束側に位府する方形翌六式11糾跡で．束［彫lj(I)過'!'を削・tのため泊尖する，，迫構）俎葵

は、南北3.26m、東西1.:1211 11ヽ 、深さ0.22m "(•. ll~ 溝（よ確品できなかった．、

S C32 (あ4lf.;ZI逍物筍,~:J図83 ・ 出）

S C30の西側に位『げる/jJ杉竪'/もt(I:!凸跡で.-It・東側の過半を削 rヽのためm尖する 残(f
してしヽるのは1肯 iJ1jf!l~ (J) コ ー ナ 一部分のみであるが、迫溝規校は、南北2.00nm、東1叶1.43"m. 

深さ0.23mで、柱穴喉溝／よ/i(i.認されていなt、
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S C33 (第41凶辿物第431'Xl85・S6)

s c:~oの北側に位設する /J/fク翌心\住／，淵で、東側の迅平を削平のためjfJ失し、北側を謁在

1位によって切られている 追構規模は、 1ri、lt0.9"m、東西1.71am、深さ0.23mで.,.llは、

rl-i側中央部に所{tしている

: 
59 

63 

口 二
口邸 量こ

第42図 C-SC23出土遺物実測図 (1/4)

S K61 (第44同追物第45~47凶）

二
0 10cm 

し—―

調査Kのほぱ中央に位『'1'する長}j形 l:r,tで、 部地割れによる1虹Lを受けている。辿構/Jl校

は、長柚3.41in 、短帷l.61~m. 深さ0.35mで．造榊の北端部が段Fがる，，/I',士遺物は多情の

須恵沿• 上Mi沿の他に炉蛭と思われる廿LL塊と鉄邪が少凪II¥I: している 0 II翡 lは、 /1¥,~ 氾物か

ら811-J:紀ftと芳えられる．

S K64 (第44図追物第48・49図）

J'4姐区It西隅に似対する長Ji/l~i:坑で．逍梢規校は．長柚5.91m、短帷1.81m. 深さ0.42mで．

H涌iぱ赤色を 't し 1H端部が一部撹乱を受けている ． また、 北東隅には溝がりJ~) こむ， Ill I: 追物

には．珀恵器.I直Ii器の他、伯 ・鉄秤．が咽と思われる部肖灰色にか直締まった焼」こ塊が出

上しており、 •J!,逍柑は、製鉄炉である可能性が麻い 時IVJは、 /II1:J.t'.l物から、 6lit紀代と考え

られる（，鉄滓は、総瓜団O.Klkgで、椀形鉄粋を含むn また48柊11140)盗形須必器は、粕送風11と

して使川された11f能性がある
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第44図 C-SK61・64逍柑実測図 (1/80)

小結

1号墳について

．、

集石遺構 （箱50図追物第5L-53

111) 

, wぽ区の1til喘部から巣伍追構が

検吊されてしりも~(;は、隣核し

て2り所に，認められ、北i!PIを1号佑

石. 11if~I を2 サ払いとする . 1 号 !.I~

6は．直i.f約2.5m (1)範l!J:Iに広かり、

2号船6はtm約3ml前後の範囲に
分0』して tヽる。集石の ,.罪には粘

質の KがJit禎していたものの、ピ

ッ I・".fj.0)府叫,11辿があるボではな

く、ただ雑然と h を •tめた状態で

あった こ(J)ため迅描り）性格1よji斤

見をiりないも(!)(J)、/1¥上逍物が1(1

(Itをヤ体としており．中世より11.f

代を下る追物も確品できなかった

ことから．中世に秘hがなされた

ものと与えられる、IllI: 追物は．

東播系の;(l!也器（箱52阿1:17-139)

を含む須必器， I:師器，磁器・瓦

がm上している

l号t日は、牲し和を,(jすプiJ/1であるが、 出 l小刺丸底JUより（咋拭fit↑r、柳Ill紺年のnJUlにlヽ・,
il"l'l•l けることができる ＾ 栓ti部を付設する意味合［＼は他の紺I城から凶ltj された泌域へ/))人り

11となすことにあると忠われる こ(/)ような牲祖を (1 す古」i:tは、 ~j計如地城ではあより知られて

いないが、 ,iり原,Ii東真}j占Jt¥lt)'C!作の1IJ・J貞などに類例を求めることができる また．砥•f(,j,:中1"2

り•前方後JTIJ(.tの /,'II滋が ,i,'f/j部にめぐらず、くびれ部で切れていることは.1ii1 Ii部を煤域として

区仙iせず裕l戎外と接する）0としての役割を.f.'j,たせたと考えられ、 1号J{i佐橋部とlnl様の意昧を拉

つと忠われる，9
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第48図 C-SK64出土遺物実渕図 (1/3・ 1/4)

4. D区の調査

3号墳 (D区1号墳）

1ヨ斤陵から東に延びる 1社凌の先端部.r.t高約35~37111の東に傾斜する1出根筋Lに位；i'iする

Jり斤は、南側を削,y.されており、旧状をff(めていなし'"培l子は、 11:i:1紅約13mのI'liftで、この尾

根仰上にはさらに数駐の古填が所在している 瀾代は'J印,·.(/)中心から比較的*~りが良い打拍I

に ti~交する形で」：靭i61,lt!.<IJためのペル I・ を残し、 ,~, 本部())検Illを行なったc

培丘 （第54~1)

」＆丘規校（よ ． 珀.l¾ 13m、麻i団は、丘陵先端部に立地するため培 /1:西部で0.9m、東部で2.Smと

東曲で1.9mの比麻培がある。瀾代の結果．必tから約8(lccn前後の地t,,,.で地Lilが確品され.li(krn 

から90cmの盛 I・.の残<rが確認できた東西I.焙においては、西から束にltfi斜するIFI及I:が確品
され（第55岡ll)IJII).緩斜rnrrJJ丘陵をカ ット し)j月l'r_を槃し 、た様fヵ図える また.J月lr.剛l(lj(I)滞

は、いわゆるIr陵切断(/)溝であり.i,l~ lll籾盛七が0.9m l浦後であることを与えると丘陵とJtl li を

lメ．．別することを HI的としていたと考えられる 珀丘の構築は．上府の限察から次のような手

叩が復）Cできる 1T地111 を削り出しJ~.限を作りあげるとともに、珀丘東側に盛上を行tヽJ阻°W-1lri
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第57図
3号墳主体部勾玉出土状況実測図 (1/2)

：ゞ硬江ごご直：

。
5cm 

第58図
3号墳出土鉄器実測図 (1/2)

を柑成する 。 ②J甲絆而から J~I 祥j炭を掘~,. 木ti(

を安四する←少墳lf:l部に盛土を行う

主体部（第56I:又ll

珀瑣部の-n・「,,りよりにNぶ!i'-Eに七紬をとる
水棺を検出した。硲原は｀」i軸4.60m.短軸2~

1.4m で．＊棺~3.65m 、輻0.67~0.44mである

木棺の両小11にあたる部分からl'I色粘 Lが検出

されており｀小11部を11り士で密1用したものと思

われる V 木棺(J)ti~ 近は、 1底部術1r1i が u字II~をな

すことから:'ill'rり）杉木棺())直枠を想としている

碩位は、束佃IがfrF輻広である点と、 JJf、 K 

類の/J.¥上状況から求頒位と考えられる

還物

鉄器 （第58l'KI)

束ll!IJ粘七塊1¥iよりから出十．した刀子で、月部

先端と桔部を欠損する，り~((.貶6.25cm、j.J部幅

1.0cm、頂址7.84gである 、

玉類（第59似I)

勾 I~は、白色から緑~J近色0)長さ ltm前後の小唱

品で、棺111央部付近1:til期から集q,して出 I.して

おり、出 I:状況から¥illのようなものに通されて

いた可能性がある全長は、 l.2~0.85cm.序さ

0.4ー0.28cm、孔径0.I 8~0.1 :!cmである V

なお、 Ii材は分祈(I)結火緑泥石製であること

が判ll}lしてし、か

ガラス Iiは、浙1fli侠It:クで、色調は1'/-から，.f緑

色を追し、 1.'k0.6~0.32cm J早さ0.5~0.15cm、fL

径0.22~0.08cmである、

4号墳 (Dl~2サJm

幻J員は、 3号培 1fj 圃ljO) 「111 平された凩而、現状でのほ•O::j約34m に位罰している0~.1伐当初は防

災のため聞査対象1べ外であり、 J甜村の 一滞を確認するに11まっていた。その後、 I'. • JJの進行に

合せ上休部を検出し謂仕をrrなった
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第60図 3号墳出土遺物冥測図 (1/4)

墳丘 （第54t~I)

項fi:盛 t.は．代,~iに位1t'tすることから確認することはできず．饉かにf,l;Jr枢)0) ・部を検出した

に11まる，，溝は、幅1.4m.深さは0.14mで緩やかに弧を描く ＂こり）ことから、珀形は1」J形であ

ると考えられるが、詳細はイ,IIF(である．，

主体部 （第6W<I)

主体部は、小形の単室の横穴犬b室と考えられるが、石材の大半を失い、石宇も削平を受け

過半を汁'l失している"{i宅堀方は、検1.11血で艮軸2.46m.短韓1.511m、深さ0.38m.枯底面長

は長軸2.24m、短軸1.24m、石宙のプランはK翰1.13m.矩軸0.6amである 残(-{する右材もそ

のほとんどが現位骰を保っておらず6室栴造は不ll)jであるが、東側側競1/)石材抜跡から側殴ll要

行は2-3個の石材、が使用されていたと与えられる 絡道は、 1tl側にイ(-{I;していたと考えられ

るが、削平を受けて t ヽるため心lfl である 。 なお、逍物は確認されていなl'•

小結

3·I 乃j月の時期につ＼ヽては、 3·4け珀共に上沿筈の時期決定に{j効な追物1/)/j~tが乏し＼ヽた

め11/j確な時期決定は1必しf¥Jないが、 Jj,j,;部の構造や出」；逍物から大まかな時期を比定すること

は11J能てある。3サ項は．割竹）杉木棺のil'("t肛を旧本部とすることから、少なくとも5111;紀1i1i平代

以降には下らなし、と考えられ．さらに i~f本部11、Ill\ f: クH に類似する勾屯がSIU紀初面(/)玄悔町神

治｝輝1:1.1古mからIL',Lしていることから4世紀ボ-511!紀初頼に付憫1,lけて11',I坦ない。4衿J日は．
L体部と固沖の部を検11¥したにII;まり｀逍物も皆無であが、 -i':t本部か単室(/)横穴祈杢である

ことから6111;紀代に忠迫でき、より詳細な時期については、石奎か半ば以J:l'JJJ平を受けていたた

め決返することができない。

ー邸ー
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第61図 4号墳主体部遺構実測図 (1/40)

5. E区の調査

5号墳 (l・'.lilり培）

3・4け珀が立地するIr.陵から谷を挟んだ削側の独立Ii陵北側、標沿;33~3-1mに位訳する".l,ll 

況は亀樅かな盛」；を打する円」tiと思われたが、社の建設における丘陵())till'I'・ ~t)iにより大船な屈

l包）削平が考認された。凋代は、巾心から任意の方向に I・字に上層暉認のため,I)ベルトを残し、

主休部l~Jjと.tflJi規楼を碓品するために掘り）下げを行なったn

墳丘 （第():I同）

船丘は、かなりの削平を受けており、 J負裾0)確認ができず瑣形は4浦lである。盛上は、船人

で1.0111 が残{f- しており、 *ti'渭澤後順次盛り付 けられている ．， 閉 l元は．北に似li~"Iする丘ll~I-_に
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所在するために地形的な制約を受けていふ築茄Jl!flft• としては、地,,濱を形を行なうと同時に北

側に盛七し、木棺を埋綽するため0)平坦而を設け．木柏設四後に！咀次盛土を盛っていくと考え

られ、 J,,Jじく丘駿先端楼斜曲に築かれて＼ヽる3l}泊と類似した状況を示す。

主体部（第64枚I)

躾床をf:fす組合式木棺で．閑fr中央盛上ド約lmから堀ガを検出した 硲旅は，上軸をN-

56• -Wにと h、長柚4.97m、短抽2.53m.I勺払艮軸4.糾 m.短軸2.06m、深さ0.9mで｀その中心

に長軸4.36m、幅0.7mの組合式木棺を投沢している 木柁0)柁材はすでに失われていたが、 11蘭

側版と小口fJxQ)設牲痕が雁認され、さらにbl張りに使用したと考えられるl勺色粘 I:が小I―,m,• 
側版部から検出されている，， これら棺痕跡から木柁を復几すると、約4.2mにおよぶ長大な軋llf.Ji

で向小口を挟むクイプ(/)ものであり、水棺内には1幻111された3つの空間が11・られる，':lつの区切

りのうち束I西詢沿のものはおかず箱と呼ばれるものであるが、迫物は確認されていないu また、

巾央部には被拌者を妍憚していたと考えられ、東側小口部付近を中心として赤色刷料の散布が

確認されている柁底滞に敷かれた礫は、康側に4-Scm人のものを敷．西側にいくにしたがい2

-3cm大の礫を敷いている。特に、東側,Jヽ11付近には大ぶりの礫を梨めて園叫より）段尚くして

おり、枕としていたと考えられる、'9i1位は、大ぶりの礫を枕としていること．束側小r1部に赤

色頑料が顕f,'に認められることから東側にあると与えられる内

集石塞

5サ楕周辺から中世期の染仕瑶が数多く検化されている，船f..i俗は、 5サ項を1収り囲むように

分(jjしており、 29店が確n.:i.された。集石匁は、分布範Ill!から5号切を挟み人・きく東flll]と1'りIIIJに分

類でさ、さらに密格の割合により6群に分けることができるr

I群

It~ は、 5号冶北部のJ白丘上に位荘し、給~(<I) I部柑造に1繋f1と石糾みを持つ 1群であるv

I -1号墓 （第66図）

1号泌は、 !Ill, 中央の位晶所に位謹する。総堀は、汁i、Itを縦長1/)礫で、東側を大1緞繁：｝点で、

t暉lj を小~2 点でl!IJみ、猪壊 T面には角特を：3 点敷さ森としている c また、 1Jlj側の斜1(1iJ:方に

先端の尖る三角礫を¥[.てl祖石とする 媒J袋は.l:.1(11の礫を除ム後、円形ピ ットを確，認した＂規

模は、 110.図m、深さ0.1mで、逍物の出」；はない、

1-2号墓（第66図）

2り培は、 I o;;,~O)北に1埠接して It虎tする 。 俗敷は、東北,ti側に角腺を？点ずつ）-IIいてUりま

れ、総城上血には扁'fな礫を用い蓋としてし、9かまた、西側には台形状の{iを立て栢.fiとする。

募堀は、 l:ii1iの礫を除去後、イ＜整円形ピット を確認した<r, 品校は、 0.31X0.28m、深さ0.16mで`

迫物の出 I:はない，
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I -3号墓 （第661:Xl)

訟給は、 4号墓の北東に隣核してi1Li罰する。窟J痰検rn時、 3り硲は、木のドに位四しており、
り狂iはI;ltl立牲を保っていなかった．給堀は、 P-1形ヒットで、径0.29m.深さ0.21mを測り、給袂救

内から焼骨片が多く出土した。

I-4号墓（第661~1)

、1号給は、 2・5け知）束に隣接して位紅する 絡堀は、周I目を小1 り躁によって 1111 まれ、 11~11~,

に大ぶりの角礫5点を配しその中央に先端の尖る ヨり礫を立て標{1としている u 為l廣I.而には．

扁平な践をJTJいて滋とし、下部よりPl/I加の硲欺を検出した。給））公規校は、径0.25m,深さ0.15m

で.)炭内より焼竹｝ヤを検出している，

I-5号茎 （第67図）

切喀は、 1・2l澤の東に憐接して位謹する。給J廣は.,ti北を 2-3点の角既によって1J11まれ、

東側には礫をi栢しな l'• J咽りには、長方形の礫を 1'[て椋右とし、船．壊 I:「Iliには、 ,1,ii・P:な礫を

用いて器としているc 硲救は、益伍除よ後に桁円Ifクビットを検i'I¥したc 烙墟規fJは.0.28X0.19 

Ill、深さ0.13mで、焼什Jヤがff¥Lしている。

1-6号墓 （第67散I)

6¥..}給は、1号泌南側に隣接して位iiftする翠J廣は、西!!!Iに1点、北側に3点(I)癌を杞し、 lit怜J

にはぼは配霰されていない≪標Tiは、確認されておらず、冦壊l.面には、胤乎な礫を川いて沿

.(-jとしている。幼股iは、滋石除去後に楕I-'Jjf多ピットを検出した"浴9炭規模は、 0.36X0.24m、深

さ0.15mで｀塔痴JヽJから5枚の銅銭が出土している←

1-7号塞（第67[gl)

7号総は、 6号知）東に隣接して(11.爵する，船石は、 ,ti.西側に1点ずつ0)除を配し、 東・酎II~

(/)礫は確認できなかったが、本来斑が配されてtヽ たのか、削平されたのかは不明である ，， 襟

fi・釦iも確品できなかったn 硲廣は、径0.35m、深さ0.1111の1廿形ピットで、焼HJ',・がll',上し

て＼ヽ る。

n群
ll群は、1群の東側に近接する1群で、 Ti群からは若-fir.陵を卜がった地点に位置する。IT群

は、 4 店の拓 h酪からなり 、 南北 /j"[f,Jにほぼ50cml/1IIV~で 1り1]1こ牝ぶ。払石の）j法は、烙収のヒ

面に小円礫を船めるというもので、l群とは裕の構築方法が災なる

Il-1号墓 （第67枚n
l !,;, 泌は、 II群rj11fiから 2番目に位辟し、船行は直径約0.7mの範圃に及び、史iiFより11-l形

ヒ I卜状の活！炭を検出した。船廣規校は．径0.45m、深さ0.12mで．内部より焼'Ir/ヤが/l¥上して

いる
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策67図 E-I -5~7・11-1号集石墓遺構実測図 (1/20)

II-2号墓 （第681吝I)

2号祭は. l 刃慈北側に位買し、島石は直秤約O.tう n,U)範訓に及び．岱打下より 円形ビ ・ソト ~)、Cl)

媒屈を検出した 第堀規模は、 11-.0.3m、深さ0.3mで、内部より焼・rtl',・がII¥J: している ，
JIー 3号墓 （第68段I)

3 け給は、 2 号給(/)北側に位誼し、集石は長1~1!0.76m 、紐M10.5mの ,Jl!Oりに及 ふ, , 虻./1I、より

I Lj形ヒット状給狐を検,,,,,し、規校はi1:0.4m、深さ0.27mで．内部より格ち込んだと思われる躁

と人骨）4がIll上 した。

[-4 号墓 （第681:~J)

4号蛭は、 IT群の南端に｛釘i'tし、 l-:{号烙と異なり｀長l1b0.9m.知軸0.6m、限さ0.3mも
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の大石がt俎廣の I:.に設骰されてしヽたの人:-l:iの東側 Iヽ一部からは.3ぬり）礫が確,i忍され、 kFil:11¥i各
約0.6mの範囲には円礫が確認され、1り礫Fからは111形ヒット状の搭堀が検出されたっぷ惧廣規様

は、径0.26m.深さ O.lm で．内部より人,,~-)わが lll I~ している。また、松樅I:に設rnされた大石
は、埋蒋当時から現状にあったものか、あるいはYI..てられていたものかはflJl『rtiではないが、い

ずれにせよ T群の各迅./i姶同様にk.fiには楼・Iiとしての役割があったものと考えられるさら

に、大fiの下部構追が11群の各給に共通するため、元来l-3号給（こおいても大:f1C1)ような施設

が(+在していたuf能性を推測させる。

皿群

m群は、TI群の南に位霰し、長}j)杉硲城をuす2け絡を含む4)店の比石墓から成っている。墓
は、 1 号苑を除きほI~昔北方向に,j奴び、 1ザ紹は2り位の束に吃地するc

皿ー 1 号墓 （第681•.kj)

1号烙は. 2号繕の東に隣接して位買する 集石は、小円鉗を蒻炭上而にII雌硲しており、そ

//)下部から楕Pl形岱堀を検Iiiした。以堀規校は、長柚0.64m、短柚0.32m、深さ0.05mで、内部

より人骨片が/ll上している。

m-2号墓 （第69t~n

2号給は、 Ill肝中北端に位買する←娯仁は、小I.Y蝶を溶煽 I・血iLlmXO.Smの範lit!にあり敷右

状を成す，、 禁塚は、この集石を,,、J包する形で l乏粕2.1m、短軸0.8mの枷ガを検出し．その巾／こ

N-8°-Eにじ帥を取る屁軸!I.Sm、知帷0.6m、深さ0.7mの長Iii杉給堀を検II¥した．逍物は、媒

K叫涌iよりJ:師器llll2点、h磁mu点、人什n-が/l'ilしている。
皿ー3号墓 （第70図）

窃嬉は、 2号給0)南に位沼する．巣伍は、直径約0.3mの範囲に認められ、 卜部より桁1-LIJft硲

城を検出した。兌堀規模は、 0.62X0.42m、深さ0.7Gmで断面袋状の I.坑である 追勃は、人廿

片が出J-.している。

m-4号塞（第70似I)

4号慈は.m群0)1糾i端に位罰する＜梨石は、径0.2m//)範圃に認められ、下部より村if「1形給欺

を検Illしたこ・堪隣規校は、 0.:19X0.29m.深さ0.32111で、内部より人骨Mが/l¥上してし＼る。

N群

町罪は、 Il·IO 群の東側、 ,l~査(.><凍幼部に位似する。染h鈎よ、μ庫を集禎して慕J戎を形成

しており、分 ~j状況は、 1号硲が'tJ fの距禅を避くものの、 他の追柚は南北ガ向に、litぶ

N-1号墓（第70図）

1号墓は、］＼「群よりやや西に距離を樅いて位甜する。梨石は小Pl礫と扁平な礫を用い0.5m囮

/jに油められ、船石下部よりfl]形培壊を検If¥した 墓尿規検は、径0.26m、深さ0.12mで、逍物

は出＋．していない，
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N-2号墓 （弟70柊I)

2り悩は、ぷ1田区の東船に位狸する＂集Liは．小円蹂が」乏軸0.75m.糾1r1l10.5mの範LtiJに分布し．

船TiO)西側下部よりJrJ形岱城を検,'I',した 低堀規悦は亀 ii0.46m、深さ0.2601で、内部から人1t

片が出 Lして＼ヽ る`

N-3号塞（第70l'X[)

3号悩は、 2号知）西側lmに位府する 出石は．ヽIヽ円ほが径約0.4rnCl)鎚岡に分{11し、迅(j下部

より,,.,形烙J廣を検M¥した，烙J靡規校は、径o.:J7m、深さ(Umで、 11、1部から人骨9「が少I.UhI: し

てtIる，

N-4号墓 （第711:XI)

4 り給は、 3け松の南側1.3mにドU1~,•する 、槌(-iは．小lり曲がIf約0.5mの範IHIに分(Iiし．船bの

束側 lヽ部より l'JJI紗糾~:1 を検,'II した 終J廣}JI.校は.l釈0.3m、深さ0.2mで、内部より人・rt1ヤか少ht

IJHしている。

N-5号墓 （第711';(1)

SY・ 総は、 4号必(!)東に近接して位四する 如 iは、小l'I蹂が1辞'-JO..tmv'J範囲に分布し.(Aイi

F部よりrn杉給脳を検,'I¥した 蛤J瓜規校は、径o.:im、深さ0.15mで、内部より人 rヽ,-1',が少旦II¥
上している

N-6号墓 （第71図）

6け焙は.5号烙の南測1.2mに位；i?i'. する 梨石は小即茂か條約0.45mの範1,ijに分'"し、梨石下部

よりIllIf多伶壊を検出した ， 硲樅規,~は,ti:0,,!5in、深さ(>.:r{rnで、内部よりlitl落した媒と少憤0)

人件がIllL. してしIる

N-7・8号茎 （第72l'i<I)

7·8り松は 、 6 乃始Q)r行側1.2mQ)礫が密屯する場 t•lr に ftr骰する 密絡する邸の範圃は、 L6

m Xl.O,nで （浅を除去した結*'L基のI'll杉硲服を検/1¥した。このため、それぞれの泌J瓜に伴う
船伍の範Ii.II:よ IIJJ確ではない。 7~,~慈の箔塙俎校は、径0.22m,深さO.lmで、内部より．人骨片が少

杖11',I. した 8け蘇の活城嵐伐は.it0.15m、深さ0.15mで．内部から LMilllLがl{W¥Lして＼ヽ ふ

N-9・10号墓 （第72凶）

9・10号絡は.6号慕の西側lm(/)際が密集する場所に,,渭 甜する ， 密岱する蹂0)範11~は、 l.9mX

J.55mで．繰を除去した結果以,!:(!JIり形如曲を検/1\ した ， こ(/)ため｀それぞれの様J~に(1弓格石

(/)範圃はIf月確ではなしI_¥)号位(I)位腺規松は、径o.asm、深さ0.lmで、 11、1部から人骨片が/ti土し

てtヽる 10月俎(})~¾塙J乱校は、if0.25m、深さ0.08mで、内部から人＇「出 が少拭HI七してtヽる。

V群

V群は、 51,t珀を挟んだ西側の潤在ix_IL~ 泄部に位j荏するて船伍禁は、 Iり既を集栢して禁J成を形

成しておりほぽ南北方向に,lfrぶ 1店の塔J廣を検,'1',してtヽる＾
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V-1・2・3母墓 （第731::11)

l 2-3号烙は.,U,1J在区西端I))篠が密応する場）所に位四する J 密集する森の範llllは、3.4rn X 

l.7mで、礫を除士した結采3」店の円形苺壊を検/l',した このため、それぞれの硲壊に仲う染石0)

範囲はIIJ]確ではなしヽ 1号依の社J劇規段は.i f.0.4111、深さ0.2mで．内部から）,:ltlヤが,'LII~ してい

る 2号熱(/)袷欺規校は、径o.:J5m、深さ0.15mで、内滞からは．人・廿J',・が出 I.して＼ヽ る 3号禁

(/)給J爵規役は、抒OAm、深さO.lmで、内部からは、隧とともに人骨9ヤがIllI: している，

V-4号墓 （第711文I)

4け墓は、 3り器の北にl茄援してf11.ittする。巣?iの範1柑は、 l.lmX0.9mで、躾石1fliJl,IJ卜部より

円形郊嫉を検出した＂ら澤湛↓楼は、 tf0.75m.深さ0.32mで、内部からは人骨片が出土してtIる。

~ 

32 40111 

呉
h

均

。
印cm

第74図 E-SK2遺構実測図 (1/20)

小結

5号墳の時期について

5号坦は、閑形及び珀丘

規校が削'Y.(l)ため確認で

きておらず、さらにti¥I: 

追物も皆無であったため、

時期の決定が困難である

が.c{?l'U本部は完((.し

ていた，.i:f本部は、~)..

な側版で． 小11板を挟む

木棺菜で、 ti:iJt1friには小

礫を敷き詰める形態(l)も

(l)であもこのような森

床をffす組合式木棺は、

福岡県卜でぱ宗像地域に

分布が密であり時!JJIも4llt

紀4←-5世紀fi,r平（しに限ら
れており、 5勺川(J)Ii ,~期も 4 W紀~~Slit紀 1iii·r- として問題はない
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第76図 E区集石墓出土銭拓影 (1/1) 

第3章まとめ

1 . 古墳築造時期について

徳玉本村迫跡では、 7払0)占mと2基IJ)周溝給が確認されている，これらの遺椛'())築造年代
を191らかにしその築造順れの決定を行ないたい．各逍構の時削については、各栄で述べたため

詳細はむくが、 I・2り培と方形周溝墓・ 円形/.'II溝烙が前1翻 J頭に、 3・!iI炒釦が1j1il叶lオくから

叩VJ初頭に、 6「}墳が,,,期、 4・7号項が後Jりlに位柑づけられる" 1 I・,'培出土,Jヽ1杉丸底壺と 2

号」負および方形）}i]irlj位 ・1り形周溝媒ml:'1>梵・ ニ可(II紺壺は、 fnJれも./(i留l式古段階（柳Ill
fl -a IUJ)に属するもり）であるが．各逍椛111I: I; 器にはl'1千の時期培が兄られる0 1けれ'i/J',J-.

小堕丸脳壺は、[_I令劇部と胴部の比平がほぼl.ltlとなり17緑部の長人化が進行しておりやや祈

しいi叩l向をボす，2け頃Hl:Lニ頂LI緑壺は凸状の平麻庇部や口綽部に円形浮文を (fしており占

, j;ljの特徴をホすが．條部径が比較nり大きいため大輻なIIW¥I>.とをつけることは困帷である 方形
淵溝叩III: 褒やl'JJI多周溝知J.¥」．．．．．説も :l},lfflの上器と比して時期差はなく、ぽぽlr•l時期と t ヽ える

したがっ・c.l l'}培は、 2I'}瑣・ Ji/杉/t,J溝位・ I'll杉周溝終に後11¥し、かつその時期差は小さい
ものと考えられる．` 次に、 2号閑と}j形周溝硲 ・1.1.flft/M消墓の関係であるが.IL', I: 迫物には時

期淡は見受けられない また. 2号培と方形It]溝芍には切り合い関係が無く．新IIJOO係は1りjら

かにし得ないc しかしながら、方形周溝-~ぷの周溝が2号培の周滞に近桜しつつも切り介わない

ことからf;J,図的に退柑を避けていたことがうかがえ 、 2 乃Jttが 1で陵in部 ,y. 1「I面中央を 占イ~-する

ことを考慮するとほば同時JUJに両追構の売造がなされたか、 2号旧がやや先行して築かれたと

考えられる 円形J,加l溝沐は、IM溝が2け培0)/,'tl洲をl;JJ-Jており、 2村・J-(lに後出するも(/)である

Ji/ft/月溝烙と叩lク／剖溝禁の先後lij係は心り1であるが．ほぽlnl時期と兄てよいと忠われる，した

がって.1l1/期初頭における占沿の変遷は、 2け墳→Ji)fjl,'il消硲・円形固構泌ー1り珀0)11員とな

る 次に笑かれるのは、 :i. s号瑣であるが、両古沿とも築造時期を示す追物に乏しく、 明確
な時削を決定し雛し、 3号Jfj,ょ．割1'1形木粕0)直枠を和本部としていることから. !i Iじ紀の前

半を降ることはなし、と思われる ，， さらに、 t休部IllI・, 滑石（緑泥石）製勾—ドに l::i材・形態が類

似するものが、 5lit紀代の占扇から出七するたとから 3乃J釦ふ、Illt紀求から 5llt紀の初頓に
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位沼付けられる 5号珀は、礫）木を打する刹l合せ式木棺である＂この種のffi!I)/禾cfriに朕を敷く

埋絆法は、北部九州では宗像地域に船中して分(jiし、時期も Ill!紀末~5 但紀中珀までと ~J↓定

されるものである。蹂床..l:.f本部に関しては、後述するが、 5サ培の築造時期もこれらの例に泊I

れるものではなく、 5世紀の前半段l粋であろう，，したがって、糾拠に乏しいが3号培ー5り培

と0)築沼ll!riが想)£される 内 次に姿追される (I)は1淘邑紺年のTK216~2080)杯菜 .)~~lj.J知頸壺が出

I: した7号培で、さらにMT15期の杯身を伴う6号瑣へと釉く 4号閲ば．逍物が行無であるため

に築辺lit期を決定できないが、小沢判i'-f;の横パ式右宅であることから6号瑣より先行するギば衿

え難く、 6号珀に後1Hするも(I)としたいc したがって、全体(/)築泣噸は、 2乃珀→/j形周消溢・

円形周溝給→1号培→3号培→5号Jt~-•7号瑣→叩J在→4 り屈となり、 4 也紀代にな白JUHiりを持つも

ののii、徳•f(,f,:村迫跨0)占」'i'-'l群は11濯fl式占段階から6也紀,,,頃まで続く 占珀計てあるといえる，

2. 古墳3号墳主体部出土の勾玉について

3サ堵目本部,'.I',上の勾頂について、石材の分析を ~,i岡教行大学閑坑牧行講限教授 I.野禎ー氏

に依頓 した、 分析は、勾干検m時に牛．じた,jヽ片を貸料に．双磁粉木同析焚間を用 t ヽて行＼ヽ、 ~J玉

IJ)石材はクライ）クロア (clinochlore)であるとの結果を閲たクライノクロア 「(Mg、N、

Fe) ,z (Si. All~o,., (OH) 11;」とは、粘十鉱物(/)緑泥TiO)I種で、中に衷IY:・1り!Xiii・ 輝行な

ど、 Fe、Mgに窪む{i色鉱物が熱水変質作用（緑泥ィi化作ITJ)により牛成される鉱物である。

今 f11l分析した筏料は、 何れも勾上梃·~ . 取り上げ時に生じた粉＊・小片を)IIいて lヽ るため、

/1\上勾 li44個体中 2 個1本分しか分析をhなえていな＼ヽが、 他のクHも肉II~↓観察による限りでは、

l,iJ -1:i材を使｝・11してlIると考えられるゥ石材は乳白色を鵡刹とし．淡い緑-,5・色が混入するも

ので、表面は風化が涼しく光沢は兄受けられないものの、 一兄滑石を息わせる質惑をJ!jつ，石

材(})/1;J務地に関しては、不Iりlながら緑泥伍が緑泥片岩の !::Ji文分を成すことをぢ栂すれば、緑泥

片}'Iを殺すいずれかの地域に原111地を求めることができるであろう。汽料とした2個体(I)勾玉の

分析結果は．以下の泊りである

試料I:M:,f「［本中tso-:~-77 

鉱物紺介・ビーclinochlore(クうイ｝クロ7)

試料.!.徳狙本村so-a -11 
鉱物組合せーdioochiore(クうイ／ク07)+quartz (石炎）

試料公から検II¥されているわi.1/.tは．全体に占める割合が 5%F雌駁と少氣で、イ＜純物と与えられ

るu 以上の結果から、比直本村3号培11',上の勾 fiば、約/~f,禅勾fであることが判li)Jした こ
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の種の,iヽ1¥1!り、げは、 5世紀の初頭に多く）かlられているがその多くはif柘製勾士として報作され

て＼ヽる，本肖料も分析を行なわず1勾眼観察のみによって石材を決定していたなら滑石製勾1孔，と

して恨出が行なわれていた可能ヤtが品い，，こリ）ような観点から．滑行穀品として報告されてい
iii 

る狩料に1関しても再与の余地が考えられ、あわせてl卯'(1地を求める作業が必吸になるであろう，'

:3 . 釣川中流域における前方後円培の系譜について

釣川'I益械における前方i没1「JJ員は、近-ifQ)調仕によって数例(/)沼咽l児が得られ、前打後P-IJ負

(J)紺年脱も変容を余阪なくされてし、る 。 1 ,~;::徳重+:H2り・J・貞の発兄は．‘り地殷における占J貞時

代前期(1J1ii1方後円l'{!系活を研究する Lで柑iめて•fr校な 1切料を凸めると忠われる そのため．こ

こで今ーIii卸 11rl• 泣賊における1li直後1.Yt!'W>糸，；件について辿ぺておきたt¥,

約川中流敗を含め］・ii役地域における前hi炎 jTj培系叔に関するMl'究は．柳沢ー '))jy• 花田IJWll,・ 

池ノトiぎらによ.,ヽ こ触れられて！ヽ る それによると、 ,iiiIUl 1ii1 h後l'JJ郎の出現は、東郷邸塚古頃

(ti4rn船成1期）を以.って"'rてており、それ以前の首長珀糸1i仔は、述符町島汁ばTILL占珀 (!i6.5m

格成:,:19])に求められていた，，このような9卜で、近年約川小流械では数枯の前方後Plielが新た

に発見• 閲荏され、 tiiJ/j/妥Pl珀系，即）,J,:i¥しが変化しつつある 祈たに発兄された前）i後Jll.l[tc7>

概咲は以ドの通りである

I ITIク、/lb坂n,c閉全長：30.7111 I淋滞：後fIJ部に-4irt (粘 1:1~i2 · 円岡棺.J: 器棺）

印Yl::l -4 lりlI昴Iがf・股： l!l¥17年 文献：岡栄1999 ITT久瓜ヶJ/J( ; 祖象,Ii教行委t°4会

2 袖•f{本村28珀 令長： 18.7m tf;t,: 部： 1剣「1部に1J.l,け窪ヒ塙煤）

時JYJ: l Ull I判炉,.殷： 19~J!Jfl 文献：本肖阻；1~·

: 1 iu「東山＊砧玲令．長：約30m 甜松~jl: ~ 噂出査時期： :~- l !VI ;;i,, J1i年 9役： ~~JU

l lfl久↓'tll/h)/1J l,'.tti (IJx称） 全長：約50-60111 J.:f本部 ：北謁杜 II寺Iii:,J-ii 191'/ 

淋1企年度：ょ，糾住

51.□ _:,,、打船1i112号培 (llx祢｝ 全Jt:約30m Ef本部： 4叫北丘 時期： 5ー(iJUhlil後＇！
糾炉「:,ば： ,f.:, 糾代

これら !iJ;tの前）,・1剣Pllt'iのうち．釣川小流域右料地域に初／束山崎山瑣が、その他は左Ir-地域

に分{I,してしヽ る 111久/J・ぃヶ版 1サ閉・ 1忠屯¥村 2 月•閲につ t ヽての詳釧は報fl;苫か刊行されてLヽ

るためそれに謡るが、他(/):1 ,1,-珀は、測拭讃介も行われておらず曖昧な点が多い(I)で、現段階

で l~J明して l Iることを館1潔に述ぺる，和／束111/1ふ1;Jc/lは．釣Ill巾流域tif,'Q)丘陵Iii池にTr.地し．

盛上が薄くJ(1!杉がm久/Jlり JJJ.1りJt-11こ碩似する J直愉や掛ィ渭は確認されて1、ないが、 J!'llf多か

ら Il l 久瓜ヶ J~] け培を 1iif 俊する時月J/J)染造と考えられる. III久貴船riff占冶肝は、釣川中流域左

Ii湘」也賊の川に1i,Jかし、突出する丘陵 l.に位誼する占珀群で、前）i後Ill培2梧・f'l.l'ft!O晶前後で構

成される古埒JI.~である 1け1i1f)j後II」J柑 (50-60111)は.i'i-. 駿Tb!部にI立辟し、後Pl部が荘く前，/j

消が低く l拙が知ヽも/J)で．後l'l淵塙はfim1i1f後である 周悩は確認されてし1ないが,1iiJ/J令liliif

I紺には、近悦する111Jfl(/j」 ('.tか！）との間にりりが確認されており．さらにj~li:艇周辺が'f'・Jll而
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になっておりJ,'il滞がめぐる可能竹がある0 $た、後 fl]部に隣核して12M/りを f-iす小円Jt~が2基所在

しているc 耳石・埴輪等は/i((J忍していない 1堵期は、イ＜明であるが填丘の形式から .!It郷，~~塚山

瑣に前後する酎tWlし:i-5期）が妥．＇りと忠われる。 2乃前方後:fTJJ~(30111} は、 l直林による削平

で、 J:t¥丘(J)西半を欠損する。後I'/部と前方部の品低茎は、 Il}t£1に比すと弟は小さ<nrr Ji部がi~/j

土って（文,. .i:H, ・M帖等はr,位，忍されてlヽな iヽ.llijJtJは、 {'191であるが 1I}沿よりは後,'l',する

と息われ 5-tiJVI前後としたし‘•

この5店のBffJi後円壕を加ふ釣川,i,流域における前J」後111瑣系説を示すと．集成 I-21肌(})

徳屯材12ヤ｝培から3期のm久瓜，r坂1号瑣（や［東山I~紆古埴）. 4期の東郷窮塚 (ITI久政船前1り前

Ji後円閉？）、 !i~fi月l前後と与えられる田久此船前2号前方後l'l瑣、 9JV」の）成，，谷3サ・須患ク

ヒノi¥li.相原E-1刃'.スペットウ ・久原TI-3峙、 10月J(/)徳屯麻Ul6サヘと＼ヽう流れを追うこ

とができる，， 今同C/)5基の前方後円J~によって、空(1とされていた 1-3期を埋める古屈が確認

され、さらに4期SJりにも新たなtl1/方後円培が加わったことになる。

釣川中流城の前方後円墳系讃を考える点で1甜国であったのは、東郷i匂塚以前と以後の空I'I期

間であり．東郷甜塚以前ば遠買町の島ill丸'"古燐 (l~ 2期）に、以後は沖斥的IIIJ'新肛奴Ill
占培肝へという糸倍が1行摘されてし,t.;;,., しかしながら、島沖丸'"古JRと約川1J1流械との間には

四塚連ti」がそぴえ地形((--Jに隔絶している，したがって直扮的に束郷尚塚へと系謁を繋げるには

やや疑II~が残っていた ．徳屯木村2号珀 .Ill久瓜 'lJJH刃川・河東,,,崎占J(tという1-:J期の小型

~' I應前方後「•1~月の発兄は、東郷翡塚と＼ヽう64.mO)前方後J!IJ負を作りうる集団が他地械からの

糸諮によるものではなく、釣川中流城に前方後l'Pnを11り得る集団が占沿時代前期初叫に(f-{.上

していたことをぷし、やがてその集団は、徐々に集約され当地城最大の前期古閉である東郷高

塚viを中心とする紐I廿へと成長していったと考えられもしたがって、釣川巾流J成における古珀

ll 、ト代前期の様柑は、束郷科塚の/l\炭を大きな画期とし、• I汀塚以前は、小規模1lii/ir姿ri培が小平

野lit位の{f.地 i'i 長J:j'j的な様相をもって築かれ｀嵩塚(JJ /~.現をもって約川q,流域は大きなまとま

りとして射冷していったといえよう ，また、当地域の前1月古J1i、特に前方後l'IJ内のあり方を見

ると、 ff切間を下る毎に、釣川ド流城に規投を抗大しながら移動してtIる様子がf,,Jえるが.,,, 期

以陥に沿1ド部に築かれる前方後111閉群へとつながるかどうかは、 m久貰船1前占培群の時期問題

を含めてなお検討を疫する課題である
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•,j~f匁地域では. f隣恥tUJ占珀m'の15りJ(l(:iC前'Iら）第JU小勝iもff.I況1AJから切似する勾玉とガラA蚕が検

出されてし、る

「JI淋狐 Jf栖 ~Iり尋 J i011:m印州群DI 玄海町文化財，祖杜船＇湛第 31ll 女洵lllf教廿委員会

ii 潤伍対絞外の,,~ 丘駿 J_に多数q」 ,l;JCjヵ磁認されているため．今後~( 1Jll!IIJIがうめられるuf焼件がある

iii 苓~\1料として 、 11i展郡須紺町行I・紺 ,tr,比り）滑打と也われるl:i村を分析lたとこ；；，その鉱物糾1合せf;J.. (I 

.，ィ／ク u:,・十角I叩1で.1りflfflが凰化してクライ／クロアが生じてI'ると(/)銘定結米を?It.:: しかしながら、

}紺地の 1,;1•,i, - 1よ充らなかった こU)粘閑 -l'i約IiはhH原~]iJ也Q) fj/J な r,~補の lつであるといえる，

iv棚ボー'JJ Hl'.)2 jjij/j後l'IWt成 lL#lli.l '.i1lほ筑前 1l1Jll/f¥lllrn 

v池/I-宏 ·/tWlllt広 1 999 筑然• 宮地糾占J/'j(l)由検,1.1与占,.,..雑社m郎呑 和仔

viあるいは.Ill久自船1ii/lかj11/if癸PIii'>が．東笥塙塚に＇た行する可能 t1がある
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